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日本再興戦略（平成２５年６月１４日閣議決定）（抄） 

 

第Ⅰ．総論 

１．成長戦略の基本的考え方 

２．成長への道筋 

３．成長戦略をどう実現していくか 

４.進化する成長戦略 

５.「成長への道筋」に沿った主要施策例  

（１）民間の力を最大限引き出す 

（２）全員参加・世界で勝てる人材を育てる 

  （日本の若者を世界で活躍できる人材に育て上げる） 

 

③大学の潜在力を最大限に引き出す（国立大学改革等）  

＜成果目標＞  

◆今後 10年間で世界大学ランキングトップ 100に 10校以上を入れる  

（ⅰ）先駆的な取組を予算の重点配分等で後押しする国立大学改革に直ちに着手

する。今後３年間を改革加速期間とする。【本年夏に国立大学改革プランを

策定】 

①年俸制の本格導入、企業等外部からの資金を活用した混合給与などの

人事給与システムの改革  

②大学や学部の枠を越えた教員ポスト・予算等の資源再配分及び組織再

編並びに大学内の資源配分の可視化  

③上記の先駆的な取組の成果を踏まえ、運営費交付金全体を戦略的・重

点的に配分する仕組みを導入する。【2016 年度から導入】 

（ⅱ）学校教育法等の法令改正を含め、抜本的なガバナンス改革を行うこととし、

所要の法案を次期通常国会に提出する。また、必要な制度の見直しを行い、

世界と競う「スーパーグローバル大学（仮称）」を創設する。【来年度から

実施】 

第Ⅱ．３つのアクションプラン 

一．日本産業再興プラン 



１．緊急構造改革プログラム（産業の新陳代謝の促進） 

２．雇用制度改革・人材力の強化 

○研究者等への労働契約法をめぐる課題に関する検討 

・

○若者の活躍推進



○人材・教育システムのグローバル化による世界トップレベル大学群の形成 

 

○イノベーション機能の抜本強化と理工系人材の育成 

○人事給与システム改革による優秀な若手、外国人研究者の活躍の場の拡大 

3 1,500

○大学改革を支える基盤強化 

 

 

2016
 



○国家公務員試験や大学入試等への TOEFL 等の活用 

○意欲と能力のある若者全員への留学機会の付与 

○産業界のニーズに対応した学び直し機会の拡大 

３．科学技術イノベーションの推進 

４．世界最高水準の IT 社会の実現 

５．立地競争力の更なる強化 

６．中小企業・小規模事業者の革新 

 

二．戦略市場創造プラン 

テーマ１：国民の「健康寿命」の延伸 

テーマ２：クリーン・経済的なエネルギー需給の実現 

テーマ３：安全・便利で経済的な次世代インフラの構築 

テーマ４：世界を惹きつける地域資源で稼ぐ地域社会の実現 



三．国際展開戦略

 １．戦略的な通商関係の構築と経済連携の推進 

 ２．海外市場獲得のための戦略的取組み 

 ３．我が国の成長を支える資金・人材等に関する基盤の整備 



＜中長期工程表＞ 
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今後の国立大学の機能強化に向けての考え方
平成２５年６月２０日

文 部 科 学 省

１ 「ミッションの再定義」を通じて、各大学の有する強．

みや特色、社会的役割を明らかにする。



- 2 -

２．大学のガバナンス改革、学長のリーダーシップの発揮

を通じて、各大学の有する強みや特色、社会的役割を踏

まえた主体的な改革を促進する。

３．人材・システムのグローバル化による世界トップレベ

ルの拠点形成を進める。



- 3 -

４．イノベーションを創出するための教育・研究環境整備

を進め、理工系人材の育成を強化する。

５．人事・給与システムの改革を進め、優秀な若手研究者

や外国人研究者の活躍の場を拡大する。

,



- 4 -

． 、６ 国立大学として担うべき社会的な役割等を踏まえつつ

各専門分野の振興を図る。



- 5 -

７ 「国立大学改革プラン （仮称）を策定するとともに、． 」

運営費交付金の在り方を抜本的に見直す。
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